
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.03 

 

 

 

 

 

 

 

  【ふたご協同組合は、優良な監理団体として認められました】 
 

当組合の監理団体は、これまで特定監理事業として活動してまいりました。 

事業開始から３年間。この度、所管する法務省と厚生労働省から監理団体としての活 

動が認められ、優良な監理団体として「一般監理事業」となりました。 

一般監理事業は、技能実習生を最長５年間受け入れすることが可能となります。 
（※ 技能実習を５年間行う場合は、受入企業様も優良な事業所となる必要があります。） 
 

当組合の特徴は、開発途上地域を生活習慣が比較的日本に近いネパールに限定してい 

ること。組合員様と実習生が良好な関係となるようネパール人通訳を配置しているこ 

と。実習生が安心して実習に専念できるようなサポートにつとめる監理団体です。 

また、実習生には組合員様と共に、地域の食や文化、社会と関わる機会を作り、実習 

生に日本での暮らしをより豊かなものになるような配慮をするところです。 
 

当組合の監理団体の活動は、組合員様のご理解ご協力の上に成り立っております。 

ふたご協同組合は、組合員様に寄り添い技能実習事業が安心で持続可能な事業となる 

ようなサポートにつとめてまいりますのでよろしくお願いします。 

Air Mail ～Nepal～ 

 名北トレーニングセンターでは、現在、社会福祉法人４団体の技能 

実習候補者 23 名（学生）に対して、寮生活の中で来年の技能実習開 

始に向けた日本語トレーニングを日々実施しています。 

当センターは、ネパール内でも日本語トレーニング方法に定評があり 

ます。例えば、ネパール国内で開催される日本語弁論大会や日本語歌 

唱大会への参加など、本人の意欲喚起を促す手法を数多く取り入れて 

います。その結果、毎年多くの学生が参加した大会で優秀な成績を収 

めています。先日開催された第１４回全ネパール日本語歌唱大会では、 

当センターから２組の学生がエントリー 

し、それぞれ日本でも人気の曲を披露しました。 

受賞こそしなかったものの、おどろくほど上手な日本語 

で歌っておりました。 

その他でも学生たちへ、日本文化に触れる機会を多く作 

り、餅つき大会や盆踊りなども体験しています。 

 

----一般監理事業の許可証---- 
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  ふたご通信第３号 2022 年１２月 発行 
 

発行元 ふたご協同組合 
 

所在地 北名古屋市九之坪東町 4 番地 5 

電 話 0568-65-6071 

F A X 0568-22-7612 

Ｗeb： www.futago-coop.org 
    ※当組合のホームページは→ 

 （リニューアルし最新情報を掲載中です） 

気が付けば令和４年も歳の瀬。 

最近は世間で人の動きが回復し「with コロナ」に変化し

ている報道を耳にします。 

当組合は、技能実習の監理団体を開始して３年経過し、特

定技能へ移行した者も含めると現在６０名程のネパール

人が各組合員様に受け入れていただいております。 

来年も同様、多くの実習生が来日して皆様のもとで実習

がはじまります。今後ともよろしくお願いします。 

最後になりますが、今冬は寒波が続くと聞きます。寒さ厳

しい折から、ご自愛のほどお祈りいたします。（広報担当） 

新実習生の紹介 

使えるネパール語！【会話編】    
                       【実践版】 

聞いてください。  スッヌ ホス        私の話を聞いてください。     メロ クラ スッヌホス  

見てください。   ヘルヌ ホス        この写真を見てください。     ヨ フォト ヘルヌホス 

見せてください。  デカウヌ ホス       あなたの弁当を見せてください   タパイコ カナ デカウヌ ホス 

わかりますか？   タハ チャ？        今、何時かわかりますか？     アヒレ カティバジョ タハ チャ？ 

わかりましたか？  ブズヌ バヨ？       私が言ったことはわかりましたか？ マイレ バネコグラ ブズヌ バヨ？ 

できますか？    サクヌ ホゥンチャ？    この仕事はできますか？      ヨ カム サクヌ ホゥンチャ？ 

撮影：岡崎市内の教習センターにて 

【建設業種実習生入国】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月に建設業種２社の技能実習生が関西空港に到着

しました。ネパールでほぼ同時に日本語トレーニング 

を開始した４人は、 

初めての日本にやや 

緊張気味でした。 

それでも、日本の食 

事や電車に興味を持 

ち色々な初体験を楽 

しんでおりました。 

【技能講習】 

そのうちの、締固（しめかため）作業で来日した実習生

３人は、配属後間もなく技能実習で使用する建設機械

のオペレーション技能講習を受講しました。通訳を介

して機械の仕組みや操作方法など学んだ後は、実際の

建設機械の実地講習です。 

それぞれ苦労して、 

試験にも全員無事 

に合格し、閉講 

式ではうれしそ 

うに資格証を 

受け取ってい 

ました。 

地域交流活動 

【第１０８回新川クリーンアップ運動】 
 

新川流域の地域にある建設業を中心とした清掃活動「新

川クリーンアップ運動」が１２月１０日に行われまし

た。今回で第１０８回を迎える 

この運動に、ネパール人技能実 

習生が多く参加されました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

            今年最後の運動に集合時間 

            前から非常に多くの参加者 

が集合場所の新川東部浄化 

センターに集まり清掃活動 

がはじまりました。 
 

 清掃活動終了後には懇親会が催されました。今回参加

した実習生達は、生まれて初めて餅つきを体験したの

で、ベテランの方から杵の使い方やのし餅の作り方を教

えてもらっていました。また、宮城、福島、新潟などの

特産品に冬の味覚を堪能 

する実習生の姿も見られ、 

日本の食と文化に触れた 

１日となりました。 

 


